























 1.1 組織の常識 
 1.2 変わりがたい常識 
 1.3 ブラックボックス 
 1.4 環境変化の気づき 
 1.5 常識と互解 
 1.6 改革と戦略的決定 
 1.7 組織のかかわる環境の成長と衰退 
2. コミュニケーション 
 2.1 さすがは森鷗外 
 2.2 「情」と「報」 
 2.3 二つの言語圏 
 2.4 三つの障碍 
 2.5 ノミニケーションは大事 
 2.6 教育と会話 
 2.7 セレモニー型異常集団とフェスティバル型異常集団 
3. トップは演出家 
 3.1 小泉氏は自民党をぶっ壊したか 
 3.2 コミュニケーション・プログラム 
 3.3 革新局面と保守局面そして動乱期 
 3.4 革新局面の前期＝動乱期の後期 
 3.5 革新局面の後期 
 3.6 保守局面の前期 
































































































































































































 これまで述べてきたことは“組織の適応モデル（一般型）”として図 1 のようにまとめ
られる（詳しくは遠田雄志、前掲書、第 2 章「組織の適応モデル」を参照されたい）。 
 










































































































































































































































































































 西郷隆盛 ：先駆派→復古派、で“反骨型” 
 徳川慶喜 ：守旧派→復古派、で“斜陽型” 
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イノベーション・マネジメント No.6 - 17 - 
保守局面前期で求められるのは「情」よりも「報」の色彩が濃いいわば「クール」な会話
であろう。この「クール」な会話を通した“不安の植え付け”に成功し、初の赤字転落か
ら V 字回復を早々に成し遂げた松下電器 中村邦夫社長（当時）の決して派手ではないが
説得力溢れたコミュニケーション・プログラムはその成功例である（これについては遠田















































































イノベーション・マネジメント No.6 - 19 - 
 他方、“守旧派”の力が依然衰えずトップを取り込んで、“先駆派”を排除し続けている
と、組織はそのままズルズルと没落、崩壊の運命をたどる。中国の清王朝の末期がまさに
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表 1 コミュニケーション・プログラム 
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